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資 料 編
全20時間）（

国立教育政策研究所の単元指導計画のフォームを基にして、評価基準を設定した。個々
の児童の学習状況を的確に把握し、指導の改善に生かしたいと考えた。

学 習 活 動 支援及び指導上の留意点 観点 学習活動に 評 価 基 準
時 □ねらい ○指導上の留意点 関 思 気 おける具体 評価方法
間 ○活動 ☆特に、配慮を要する児童へ 意 ・ 付 の評価規準 Ａ（３） （２） Ｃ（１） 場面・方法B

の支援 態 表 き
１ ○町の人への関心がもてるよう 町の人や仕 親しい町の人 親しい町の人 親しい町の人 紹介カード町の人となかよくなろう

前回の探検の写真や絵地図を ① 事の様子に について得意 について得意 について、人 ・絵や文章で
□町の人や仕事の様子に関 提示しながら「探検クイズ」 着目して紹 なこと・人柄 なこと・人柄 柄など１つの 表現している

心をもちお手伝いに行き を行う。 介カードを ・その人との ・その人との 事柄について 場面
たい所を決めることがで ☆前回の探検で書いたカードを 書 い て い エピソードな エピソードの 記述 してい ・記述内容
きる。 基に、町の人や仕事の様子な る。 ど、３つ以上 うち２つ以上 る。

。 。２ ○一学期の探検やこれまで どを想起させる。 記述している 記述している
の生活経験を基にして 町「
の○○さん紹介 を書く ○お手伝い体験への意欲を高め ① 自分なりの 自分がお手伝 自分がお手伝 自分がお手伝 チャレンジカ」 。

るために町の人と仲良くなる 思いや願い いしたいこと いしたいこと いしたいこと ード
○仕事ミニ体験を行い、行 ためにできそうなことを話し をもって行 に、その理由 を見付けてい を記述してい ・行きたい場

ってみたい所ややってみ 合ったり、仕事ミニ体験を行 きたい場所 も付け加えて る。 ない。 所を書いてい
たいと思ったことを書く ったりする。 を決めよう いる。 る場面。

☆日常の興味関心に基づいて、 と し て い ・つぶやきや
場所・店（仕事 ・人について る。 発言内容）
の情報を紹介し、自分で決め ・記述内容
られるようにする。

○活動への見通しがもてるよう ① 町の人の仕 町の人の仕事 町の人の仕事 町の人の仕事 チャレンジカ２お手つだい どんなこと
～しごとを 「たんていテキスト」の活動 事の様子を について調べ について調べ について調べ ードができるかな

よく知り お手つだいをし の視点やヒントを基に活動の 調べお手伝 お手伝いする お手伝いする お手伝いする ・活動を考え
よう～ 内容や方法をチャレンジカー いするため 活動を、３種 活動を、１種 活動を、記述 ている場面

ドに記入できるようにする。 の活動を考 類以上考えて 類考えて記述 していない。 ・問いかけに
□仕事の様子をもっと知っ ☆前時のカードから思いを把握 えることが 記述している している。 よる発言内容。
てお手伝いをするために し、対話を通して考えを引き できる。 ・記述内容、
町の人の仕事の様子につ 出すようにする。
いて調べる活動を考え、
準備することができる。 ○実践への意欲を高めるため、 ② お手伝いや 用意するもの 用意するもの 友達から言わ チャレンジカ

１ ○「たんていテキスト」を 個々の活動を全体掲示用の学 仕事の様子 ・約束・イン ・約束・イン れたことをカ ード
見ながら調べることを考 び方カードにまとめておく。 に関心をも タビューにつ タビューの欄 ードに書いて ・準備をして
え、チャレンジカードに ○計画的に準備ができるように ち、必要な いて、カード のうち、１項 いる。 いる場面 ・
書く。 活動の順序や必要なものをチ ものを用意 の内容欄をす 目をカードに つぶやき

ャレンジカードに記入できる しようとし べて書いてい 書いている。 ・記述内容見通し１
２ ○自分の考えた活動を基に ようにする。 ている。 る。、

計画を立て 準備をする ☆友達が用意したものやあいさ、 。
つの仕方などの例を示す。

○町の人やそこに集まる人など ③ 自分から町 みんなに聞こ 友達と一緒に 教師に促され 行動観察３お手つだいに行こう
に恥ずかしがらずにインタビ の人にあい える声で、マ あいさつをし てあいさつし ・町の人とかパート①

□１回目のお手伝い体験に ューをしたりマナーある行動 さつをした ナーよくあい ている。 ている。 かわっている
行き、町の人の仕事につ がとれるよう声かけをする。 り話しかけ さつをしてい る場面（サポ
いて調べたりお手伝いを ☆やり方をアドバイスし、一緒 たりしてい る。 ート隊のコメ
したりできる。 にあいさつやお手伝いをする る。 ント）。

３ ○スーパー、そば店、理容
店、農家、図書館、歯科 ○安全な行動の仕方について知 ② 用件を正し 考えていった 考えていった 遊んだり恥ず 行動観察
医院、幼稚園、農家へ約 らせ注意を喚起するとともに く伝え、町 活動について 活動について かしがったり ・お手伝いの、
束の時刻に合わせて、グ 必要な時に支援できるよう担 の人の仕事 話して調べる 話し、調べて して、考えて 場所で町の人
ループごとに出かける。 任外教員や保護者（サポート について調 とともに、新 いる。 いった活動に とかかってい

隊）に依頼しておく。 べることが たな疑問を見 ついて伝えよ る場面
○お店や農家、図書館、医 ☆チャレンジカードに記入して できる。 つけてたずね うとしていな ・つぶ やき

院の人やそこに集まる人 ある質問事項を確かめさせ、 ている。 い。 （サポート隊
にインタビューなどをし 友達と一緒にやってみるよう のコメント）
て調べたり、お手伝いを 声をかける。
したりする。

○調べたことや体験したことの ① 出会った町 「わかったこ 「わかったこ ３つの項目の チャレンジカ
○町の人や働く様子などに ほかに自分の考えや感想・予 の人や仕事 と・お手伝い と・お手伝い うち１つだけ ード
ついて「わかったこと ・ 想をチャレンジカードに記入 の様子に気 できたこと・ できたこと・ 書いている。 ・絵や文章で」
「お手伝いできたこと ・ できるよう言葉がけを行う。 付 い て い 見つけたひみ 見つけたひみ 表現している」
「見つけたひみつ（仕事 ☆体験中の様子を友達と話すこ る。 つ」など、３ つ」から、２ 場面
のこつや町の人のすごい とで思い起こさせ、書く視点 つの項目につ つの項目につ ・つぶやき
ところ 」をチャレンジカ に気付かせる。 いて絵や文で いて絵や文で ・記述内容）

。 。ードに書く。 表現している 表現している

○お店の人の努力やお客さんの ① 町の人々に 町の人の工夫 町の人の工夫 もっと調べた チャレンジカ４また行きたいね お手つ
ための工夫に着目して新たに は仕事の工 についてもっ についてもっ いことややっ ードだい
調べたいことを考えたり、も 夫があると と調べたいこ と調べたいこ てみたいこと ・新たな思い

□１回目のお手伝い体験を っと喜んでもらえるようなお いうことに と・もっとや と、または、 を記述してい を書いている
振り返って、新たに調べ 手伝いができるよう、チャレ 気付いてい ってみたいこ もっとやって ない。 場面
たいことやお手伝いの仕 ンジカードの記録を基に 「見 る。 と、理由を見 みたいことを ・つぶやきや、
方を考え、準備すること つけたひみつ（仕事のこつや 付けている。 見付けている 発言内容。
ができる。 町の人のすごいところ 」につ ・記述内容）

２ ○１回目のお手伝い体験で いて報告し合う場を設ける。
気付いたことを報告し合 ☆１回目の体験で興味をもって
い、もっと知りたい・や いたことを思い起こせるよう
ってみたいと思ったこと に問いかけを行う。
をチャレンジカードに記
入する。 ○児童の視野や活動が広がるよ ① 町の人の仕 仕事の工夫を 仕事の工夫を 仕事の工夫を チャレンジ

うに、提示する活動の視点を 事の工夫を 調べお手伝い 調べお手伝い 調べお手伝い カード
○「たんていテキスト２」 見直し、チャレンジカードを 調べお手伝 する活動を、 する活動を、 する活動を、 ・活動を考え

を見ながら、お手伝いの 用意しておく。 いする活動 ３種類以上考 １種類考えて 記述していな ている場面
仕方や調べる活動を新た ○新たな活動を考えれらるよう を考えるこ えて記述して 記述している い。 ・問いかけに。
に考え、チャレンジカー に、もっと知りたい・やって と が で き いる。 よる発言内容
ドに書き出す。 みたいことを活動の視点を基 る。 ・記述内容

にチャレンジカードに記入で
きるようにしておく。見通し２

☆１回目のお手伝い体験のカー
ドから様子を把握し、対話を
通して考えを引き出す。

指導と評価の計画
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学 習 活 動 支援及び指導上の留意点 観点 学習活動に 評 価 基 準
時 □ねらい ○指導上の留意点 関 思 気 おける具体 評価方法
間 ○活動 ☆特に、配慮を要する児童へ 意 ・ 付 の評価規準 Ａ（３） Ｂ（２） Ｃ（１） 場面・方法

の支援 態 表 き
２ ○新たに考えた活動を基 ○次のお手伝いへの意欲を高め ② お手伝い体 新たな活動に 新たな活動に 友達から言わ チャレンジカ

に、計画を立て、準備 るため前回のお手伝い体験の 験に出かけ 向けて、用意 向けて、用意 れたことをカ ード
をする。 時にサポート隊から記入して る準備を進 するもの・あ するもの・あ ードに書いて ・準備をして

もらったコメントを紹介する んでしよう いさつ、イン いさつ、イン いる。 いる場面。
○改善しながら準備ができるよ と し て い タビューにつ タビューの欄 ・つぶやきや

う、１回目に記入したチャレ る。 いて、カード のうち、１項 発言内容
ンジカードを参考にさせる。 の内容欄をす 目をカードに ・記述内容

☆友達のおすすめ情報を例とし べて書いてい 書いている。
て示し 前回のものを見直せ る。、
るようにする。

○町の人の工夫を発見できるよ ③ 町の人の様 相手の立場に 自分から町の 友達に促され 行動観察５お手つだいに行こう
う、前時のチャレンジカード 子に関心を 合わせた話し 人に話しかけ て話しかけて ・町の人とかパート②

□町の人のお手伝いにも の内容を確認し、目的をもっ もち話しか 方で町の人と ている。 いる。 かわっている
う一度行き、工夫して て活動できるように促す。 けようとし 話している。 る場面
お手伝いをしたり調べ ☆１回目にしたお手伝いを思い ている。 ・つぶやき サ（
たりすることができる 出させながらやり方を確かめ ポート隊のコ。 、

３ ○お店や農家、図書館、 友達と一緒に取り組めるよう メント）
医院など約束の日時に 助言する。
合わせて、グループご
とに出かける。 ○安全に行動するよう注意を呼 ② １回目の経 １回目の経験 １回目の経験 友達の助けを 行動観察

びかけるとともに、担任外教 験を生かし を生かしたア を思い出しな 借りながらお ・お手伝いの
○お店や農家、図書館、 員や保護者（サポート隊）に て、お手伝 イディアを出 がらお手伝い 手伝いしてい 場所で町の人

医院の人やそこに集ま 支援を依頼する。事前の打ち いをするこ して話し合い をしている。 る。 とかかってい、
る人にインタビューを 合わせで、１回目の様子と今 と が で き お手伝いをし る場面
したり、お手伝いをし 回の活動予定を伝えておく。 る。 ている。 ・つぶやき サ（
たりする。 ☆１回目より上手になったこと ポート隊のコ

に気付かせながら、工夫して メント）
。○町の人や働く様子など いることを認めるようにする

について「わかったこ
と ・ できたこと 「見 ○２回目の活動を通して体験し ② お手伝いを 「わかったこ 「わかったこ ３つの項目の チャレンジカ」「 」
つけたひみつ（仕事の たことや調べたこと、１回目 して、町に と・お手伝い と・お手伝い うち１つだけ ード
工夫・町の人のすごい と比べて思ったことや考えた は親しくな できたこと・ できたこと・ 書いている。 ・絵や文章で
ところ 」をチャレンジ ことをチャレンジカードに記 った人や場 見つけたひみ 見つけたひみ 表現している）
カードに書き込む。 入できるよう言葉がけを行う 所ができた つ」など、３ つ」から、２ 場面。

☆対話をしながら、町の人との ことに気付 つの項目につ つの項目につ ・つぶやき
会話やお手伝いできたことを いている。 いて絵や文で いて絵や文で ・記述内容

。 。振り返らせ、言葉や絵に表せ 表現している 表現している
るようにする。

○気付きを深めるために、チャ ③ 町の人たち 町の人たちと 町の人たちと 町の人とのか チャレンジカ６町のひみつを知らせよ
レンジカードの記録や写真を や様々な場 自分の生活と と自分の生活 かわりについ ードう
基に１回目と比べながら２回 所とかかわ のかかわりに とのかかわり て気付いてい ・伝えたいこ

□親しくなった人や好き 目のお手伝い体験を振り返る って生活す ついて、２つ について１つ ない。 とを考えてい。
な場所のことを紹介す 町の人の温かさや町のよさ、 ると、自分 以上記述して 記述している る場面。
る方法を考え 町の ひ 自分とのかかわりに気付ける たちの生活 いる。 ・つぶやきや、 「
みつ」を伝えることが よう、町の人の工夫を中心に が楽しくな 発言内容
できる。 話し合う。 ることに気 ・記述内容

１ ○２回目のお手伝い体験 ☆インタビューやお手伝いした 付 い て い
を振り返り気付いたこ ことを思い起こさせ、見つけ る。
とを報告し合い、発表 たことやできるようになった
会で伝えたいことをチ ことを基に町の人とふれ合う
ャレンジカードに書く ことの楽しさに気付かせる。。

２ ○チャレンジカードを基
に、二回の体験を振り ○取組を振り返られるように、 ③ 町の人のお お手伝いに行 お手伝いに行 お手伝いに行 作品
返り、ポスター・新聞 チャレンジカードの中から仕 手伝いや調 って見たり聞 って見たり聞 って見たり聞 ・チャレンジ
などで 町のニュース 事の工夫・町の人のすごいと べたこと、 いたりしたこ いたりしたこ いたりしたこ カードの内容「 」
に表す。 ころ・お手つだいできたなど 親しくなっ とを、相手を とを表現して とを、教師に を選んでいる

「おすすめ情報」に色シール た人や場所 意識して表現 いる。 促されて表現 場面、表現し見通し３
をはり、表したい内容を決め のことを作 している。 している。 ている場面
るようにする。 品に表すこ ・問いかけに

○表現の工夫（わかりやすさ・ と が で き （内容が決め （内容が決め （内容が決め よる発言内容
楽しさ）に気付けるように例 る。 られた、わか られた、わか られた、わか
示を提示する。 りやすさ、楽 りやすさ、楽 りやすさ、楽

☆チャレンジカートを振り返り しさの３項目 しさの１項目 しさの項目全
ながら対話し、よく分かった が○ ） が○ ） 部が△ ）。 。 。

１ ○作品を発表し合い、メ 点やがんばったところに気付
ッセージを交換する。 かせ、表したいものを決めら

れるようにする。

○友達や自分のがんばり・活動 ② 友達と交流 友達との交流 友達との交流 自分や友達の メッセージカ
のよさに気付けるよう、互い し、自分や から、新たに から、自他の 活動のよいと ード
の作品へのメッセージを書き 友達の活動 「ひみつ」を 活動のよさに ころに気付い ・メッセージ
交換する活動を取り入れる。 のよさに気 見付け、自他 気付いている ていない。 を書いている。

○第一時に書いた「身近な○○ 付 い て い の活動のよさ 場面
さん紹介」と比べ、学習の広 る。 に気付いてい ・つぶやき
がりや深まりを振り返る。 る。 ・記述内容

☆友達からもらったメッセージ
の内容を称賛し、友達のよさ
にも目を向けられるように言
葉がけする。

○成就感を味わえるよう２回目 ④ 町の人にお 「嬉しかった 「嬉しかった 伝えたいこと 作品７楽しかったね お手つ
のお手伝い体験の時にサポー 礼の気持ち ことや楽しか ことや楽しか を教師に促さ ・表現していだい
ト隊に記入してもらったコメ を伝え、も ったこと・こ ったこと」を れて考えてい る場面

□お世話になった方に感 ントを紹介する。また、支え っと親しく れからやって 伝えている。 る。 ・つぶやき
謝の気持ちを伝えるこ てくれた町の人やサポート隊 なろうとし みたいこと」 ・記述内容
とができる。 の存在に気付けるような問い ている。 の両方を伝え

１ ○お礼の気持ちを文や絵 かけを行う。 いる。
に表す。 ☆お手紙やカード、前時に使っ

た作品など例示し、どんな方
法で表すか自分で決められる
ようにする。
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展　　　開

第１～２時
（１）ねらい 町の人や仕事の様子に関心をもち、お手伝いに行きたい所を決めることができる。

（２）準 備 一学期に出会った人の写真 校区の絵地図 町の人が使っている仕事の道具など 紹介カード チャレンジカード

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１一学期の探検を振り返りながら「探検クイ ○町の一員であるという意識がもてるよう、 を作って絵自分の家
ズ」を行う。 地図にはるようにする。
・一学期の探険でこんなことがあったな ○町の人への関心がもてるよう写真や絵地図などを提示しながら。 15
・一学期の探険の時にこんなことを教え 分 一学期の町探検で出会った人に関する「探検クイズ」を行う。
てくれたよ。 ・どんな場所に行ったのか。

・あれからこうなっていたよ。 ・学校からどのへんにあったか。
・へえ、初めて知ったな。 ・どんな人と出会ったか。
・もっと知りたいな。 ・どんなことをやっていたか。

２これまでの生活経験を基にして「身近な○ ○いろいろな人とかかわろうとする意欲を高めるため 「身近な 町の人や仕事の、
○さん紹介」を書いて発表する。 ○○さん」のことを思い出しながら紹介カードを書いたり絵地 様子に着目して25
・うちの近くには、こんな人がいるよ。 分 図にはったりする。 紹介カードを書
・一緒にこんなことをしたよ。 ○人柄、得意なこと、自分とのかかわりやその人とのエピソード いている。
・町にはいろんな人がいるんだな。 など書く視点を提示する。 関・意・態①
・ほかの人も知りたいな。 ☆前回の探検で書いたカードを基に、町の人や仕事の様子、そこ

に集まる人の様子などを想起させる。
紹介カード

３さらに町の人と仲良くなる方法を話し合 ○日常生活において町の人と接する場面を思い起こさせ、町の人 ・絵や文章で表現し
う。 と親しくなれそうな方法を話し合うようにする。 ている場面

○町の人の仕事についてイメージをもてるように、町の人が使っ ・記述内容町の人となかよくなろう
ている仕事の道具や身に着けているものを提示し、さわったり35

・もっと話をしてみたいな。 分 使ったりしてミニ体験をしたりできるように
・あいさつをすると仲良くなれるよ。 する。
・もう一度会いに行こう。 ○行き先を決める際に選びやすいように、そば
・今度はお手伝いをしよう。 店・スーパー・しいたいけ農家・理容店・図
・どんなことができるかな。 書館・新聞店・歯科医院・幼稚園について、 自分なりの思い

どんなお手伝いができそうか話し合ったこと や願いをもって
を板書にまとめていく。 行きたい場所を

決めようとして
４お手伝いに行きたい所を決める。 ○これからのお手伝い体験に向けて、行き先だけでなく 「こん いる。10 、
○「チャレンジカード」に、行きたい場所・ 分 なことが知りたい・こんなことをやってみたい」と思ったこと 関・意・態①
やってみたいこと・その理由を書く。 も記入するよう助言する。
・幼稚園に行きたいな。小さい子がかわ ☆日常の興味関心に基づいて、場所・店（仕事 ・人についての チャレンジカード）
いいから。紙芝居を読んであげたいな 情報を紹介し、自分で決められるようにする。 ・行きたい場所を書

いている場面
・つぶやきや発言内

５本時の学習を振り返り、次時への活動の見 ○次の時間は 自分の活動を考え 準備をしていくこと その後 容5 、 、 、 、
通しをもつ。 分 実際にお手伝い体験に行くことを伝える。 ・記述内容

第３時
（１）ねらい 町の人の仕事の様子について調べお手伝いするための活動を考えることができる。

（２）準 備 町の人のビデオ チャレンジカード（掲示用・個人用） たんていテキスト 付箋紙（青・黄） 自己評価用シール
せん

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児 評価方法

童への支援
１前時までの活動を振り返り、本時のめあて ○自分の目標を意識できるように、前時に記入した「こんなこと
をつかむ。 が知りたい・こんなことをやってみたい」という願いや

思いをチャレンジカードにはっておく。お手つだい どんなことができるかな 10
・運ぶのが大変そうだったからお手伝いし 分 ○町の人の立場に立ったお手伝いにしようとする心構えが
たい。 もてるように、お手伝いをしたい理由に「喜んでもらえ

、 、 」・役立つお手伝いがしたいね。 そう 大変だから手伝いたい 小さい子がかわいいから
・上手に手伝うために、町の人のことや仕 という意見や 「やってみたいけれど、喜んでもらえるか、
事のことを知った方がいいよ。 な 「心配だな」という意見を取り上げて、共通テーマを」

話し合うようにする。しごとのこつを知り、よろこんでもらえる
ようなお手つだいをしよう

○活動へのイメージをもてるようにするため、仕事場や仕
２ビデオで仕事場の様子を概観する。 事をしている様子のビデオを見せる。10

分 ・どんなものがあるか
・仕事場に○○などの道具があったよ。 ・どんなことをしているか
・○○している人がいたよ。 ・どんなものを使っているか 町の人の仕事の様
・お客さんがいたね。 ・どんな人がいるか 子を調べお手伝い
・６月の時と品物が違うね。 ○やってみたい活動を考える際に参考となるよう ビデオを見て するための活動を、 、

気が付いたことを青付箋紙に記入できるようにする。 考えることができ
る。

３思いや願いを基に自分の活動を考える。 ○自分の活動への見通しがもてるように 「たんていテキスト」 思考・表現①、
○仕事の様子やこつについて調べお手伝いす の活動の視点やヒントを基に活動の内容や方法を考え、黄色付20
る活動を考えて チャレンジカードに書く 分 箋紙に書き、チャレンジカードにはれるようにしておく。、 。
・おそばをおいしくゆでるにはどうにや ○たくさん考えた児童には、４つの観点（やってみよう・考えよ
るのだろう。 う・あらわそう・見つけよう）の中から、書いていない観点に

・新聞店はいくつちらしを入れるのかな。 ついて助言し、活動の視点を広げられるようにする。
・インタビューして調べよう。 ☆前時のカードから思いを把握し、対話を通して考えを引き出す

ようにする。
チャレンジカード

４本時の学習を振り返り、次時への活動の見 ○評価の基準を示し本時の活動を振り返って、チャレンジカード ・活動を考えている5
通しをもつ。 分 に自己評価させる。 場面

Ａ－銀シール Ｂ－青シール －赤シール ・問いかけによる発C
○次の時間は、調べるのに必要な物を考えて、出かける準備をす 言内容
ることを伝える。活動が書けなかった児童には、友だちのもの ・記述内容
を参考にできるよう紹介する。
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第４～５時
（１）ねらい 町の人の仕事について調べたりお手伝いをしたりするために、準備をすることができる。

（２）準 備 チャレンジカード（じゅんびカード・お出かけカード） 当日の日程表 たんていアイテム（持ち物）一覧表 インタビューカ
ード 試作品（めいし・バッチ） 画用紙 自己評価用シール

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１前時までの活動を振り返り、本時のめあてを ○実践への意欲を高めるため、個々の活動を全体掲示用の学び方
つかむ。 カードにまとめておく。

○前時に書いた付箋紙を基に、自分の考えた活動を振り返り、おお手つだい どんなことができるかな 10
お手つだいに行くじゅんびをしよう 分 店の人が喜んでくれるもの・仕事のことをよく知ることができ

るものを考えて、ベスト３を選ぶ。

２当日の学習の予定を知り、調べたりお手伝い ○見通しをもって行動できるように、当日の学習の流れや時刻な
をしたりする活動に必要なものを考える。 どについて話し、チャレンジカードに記入できるようにしてお

○自分の考えた活動を基に、必要な持ち物を考 く。 お手伝いや仕事の20
える。 分 ○必要なものを考えてチャレンジカードに書き出せるよう「たん 様子に関心をも
・エプロンを持っていこう。 ていアイテム」を提示する。 ち、必要なものを
・写真に撮ってこよう。 ○安全な行動の仕方について考えたり各自の持ち物に補足ができ 用意しようとして

○同じ場所に行く友達で、約束や持ち物につい るように、同じ場所に行く友達同士で約束・持ち物などについ いる。
て話し合う。 て話し合う場を設定する。 関・意・態②
・ふざけないで行動しよう。 ○それぞれの場所によって必要な物については、電話で町の人に
・道路では車に気をつけよう。 聞けるようにしておく。

チャレンジカード
３個人やグループで考えたものを準備したり作 ○内容が正しく伝えられるか、個々のインタビューカードの記述 ・準備をしている場30
ったりする。 分 を確認し、必要に応じて助言する。 面

○必要な物やインタビューカードを準備する。 ○名刺やグループを表すバッチなど工夫して作れるように、作品 ・つぶやき
・名前を覚えて欲しいな。 を紹介しておく。 ・記述内容
・とこやさんらしい絵を入れよう。 ☆友達が用意したものやあいさつの仕方などの例を示す。

４町の人と接する練習をする。 ○礼儀正しい行動がとれるよう、役割演技を行い、町の人と接す20
○あいさつの仕方やインタビューの仕方を練習 分 る際に気を付けたいことを確認する。
をする。 ○お互いの活動がスムーズにできるよう、協力してグループで練
・恥ずかしがらないで大きな声であいさつ 習に取り組むよう促す。
をしよう。 ○礼儀正しく町の人と接することができるよう、道徳との関連を

・丁寧な言葉で質問しよう。 図って指導を行う。

５本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○次の時間は、実際にお手伝い体験に行くことを伝える。10
、「 」しをもつ。 分 ○体験に行ったことをみんなに伝えられるように わかったこと

・ お手伝いできたこと ・ 見つけたひみつ」を書いてくること「 」「
を確認する。

○チャレンジカードを基に、持ち物・約束・インタビューカード
など用意できたか確認し、自己評価を記入させる。

第６～８時
（１）ねらい １回目のお手伝い体験に行き、町の人の仕事について調べたりお手伝いをしたりすることができる。

（２）準 備 チャレンジカード サポート隊との連絡カード（支援してもらう点・コメントが記入してあるもの） お手伝いに必要な物（エ
プロン・軍手・折り紙など）

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時の活動を確認する。 ○自分の活動について確認するとともに、目的や質問事項が分か
りやすいように事前にチャレンジカードを整理して持たせる。お手つだいに行こう パート①

町の人のしごとをしらべ、 ○危険な行動についての注意事項、グループの日程、学習の目的10
お手つだいをしよう 分 について確認するとともに、自己評価の基準を示す。

２お店や農家、図書館、医院など約束の時刻に ○安全な行動の仕方について知らせ注意を喚起するとともに、必 自分から町の人に
合わせて、グループごとに出かける。 要な時は支援できるよう担任外教員や保護者（サポート隊）に あいさつをしたり10
・しっかり行動しよう。 分 依頼する。 話しかけたりして
・あいさつをがんばろう。 ○町の人やそこに集まる人などに恥ずかしがらずにインタビュー いる。
・お手伝いを聞いて進んでやろう。 をしたりマナーある行動がとれるよう声かけをする。困ったこ 関・意・態 ③

。とや分からないことがあったら町の人にたずねるよう助言する
☆あいさつのできない児童には声をかけたり、一緒にあいさつを 行動観察
したりする。 ・町の人とかかわっ

ているる場面
３お店や農家、図書館、医院の人にインタビュ ○お世話になる町の人やサポート隊に、活動の内容や質問事項な ・つぶやき（サポ
ーなどをして調べたり、お手伝いをしたりす どを事前に伝え、打ち合わせをしておく。また、今後の学習に ート隊のコメント）
る。 生かしていけるよう、サポート隊の人には、活動の様子を見て

○自分の考えてきたことを調べ 「わかったこ もらい、取組についてコメントを記、 80
と」をチャレンジカードに書く。 分 入してもらう。 用件を正しく伝

○町の人に教えてもらいながら、お手伝いをす ○チャレンジカードを見ながらインタ え、町の人の仕
る。 ビューをしたり、調べたことを記入 事について調べ

。○お手伝いを通して町の人や働く様子などにつ できるようにしておく。 ることができる
いて わかったこと ・ お手伝いできたこと ☆チャレンジカードに記入してある質 思考・表現②「 」「 」
・ 見つけたひみつ（仕事のこつや町の人の 問事項を確かめさせ、友達と一緒に「
すごいところ をチャレンジカードに書く やってみるよう声をかける。 行動観察）」 。

○体験の最後に、町の人の働く様子や 新聞店 ・お手伝いの場所で
周りの様子など気が付いたことをこ 町の人とかかってい
とをチャレンジカードに書き足す時 そば店 る場面
間をとる。 ・つぶやき（サポー

ト隊のコメント
４学校へ移動する。 ○帰りのお礼とあいさつがはっきりした声でできるように言葉が10

分 けをする。
○忘れ物がないか確認し、帰りの交通安全について注意を喚起す 出会った町の人や
る。 仕事の様子に気付

いている。
５本時の学習を振り返り、感想をもつ。 ○調べたことや体験したことのほかに、自分の考えや感想・予想 気付き①
○町の人や働く様子などについて「わかったこ をチャレンジカードに記入したり、絵日記に表したりする。
と ・ お手伝いできたこと ・ 見つけたひみ ☆体験中の様子を友達と話すことで思い起こさせ、書く視点に気 チャレンジカード」「 」「 25
つ（仕事のこつや町の人のすごいところ 」 分 付かせる。 ・絵や文章で表現し）
をチャレンジカードにまとめ 絵日記を書く ○１回目の体験を振り返り、自己評価を記入させる。 ている場面、 。

○事後、町の人に今回の体験についてのお礼と活動の様子、２度 ・つぶやき
目の体験に向けて改善した方がよいところをなどを伺い、学習 ・記述内容
活動の参考にする。
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第９～ 時10
（ ） 、 。１ ねらい １回目のお手伝い体験で気付いたことを報告し合うことを通して 新たに調べたいことやお手伝いの仕方を考えることができる

（ ） （ 、 ）２ 準 備 １回目のお手伝い体験の写真 チャレンジカード もっとやってみたいこと・知りたいことを記入する用紙 活動を考える用紙
サポート隊（保護者・町の人）からのメッセージ たんていテキスト 付箋紙 自己評価用シール

（３）展 開
○ 学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時のめあてをもつ。 ○活動中の写真やチャレンジカードの記録を基
に、がんばったことや楽しかったことを思い出また行きたいね お手つだい 5

気づいたことをほうこくし合い、 分 させる。
２回目のお手つだいを考えよう

２「見つけたひみつ」について、同じグループ ○１度目の体験でチャレンジカードに記録してき
の友だちと報告し合う。 たことを基に詳しく分かったこと・仕事のこつ10
・とこやさんは髪を切るのが上手だったね 分 ・町の人のすごいところなどを報告し合う。。
・大きな電動のいすがあったね。 ○自分の気付かなかったことは補足したり、確認
・夏と冬では気を付けていることが違うよ したりするよう 助言する。。

３仕事のこつや町の人のすごいところについて ○様々な場所の情報やいろいろなやり方を知ることができるよう
全員で交流し合う。 に各グループで気付いたことを発表し合うようにする。25

・新聞やさんは朝２時から仕事をしているよ 分 ○各グループで気付いたことの中から大切なことを考えて、伝え
・ちらしをそろえるのが早いくてきれいだよ たいことを２点選ばせるようにする。自分の場所と友達の場所
・おそばやさんはおいしいおそばの作り方を を比べながら聞くように助言する。
いろいろ研究したそうだよ。しいたけ農家 ○仕事の工夫や努力に目を向けていけるように、各グループから
のＭさんもしいたけのこととても詳しいよ 発表されたことを「上手・早い・詳しい・きれい」というまと

・幼稚園の先生はにこにこ笑って話すよ。お まりで整理しながら板書していく。
店ではお客さんが見やすいように並べるよ

４お手伝いの仕方について交流し合い、お手伝 ○町の人に喜んでもらえるようにできたか、お手伝いの仕方につ
いのやり方を見直す。 いてチャレンジカードで振り返り、よかった点やあまりよくで 町の人々には仕事

・こつがわかって上手にできたよ。 きなかった点などを出し合う。 の工夫があるとい15
・大きい声であいさつができなかった。 分 ○お手伝いをよりよくしていくための視点に気付けるよう、お客 うことに気付いて
・園児が少し困ってしまったことがあった。 さんや園児の立場に立ってあまりよくできなかったと感じてい いる。
・お客さんに少し迷惑だったかな。今度は気 る児童の意見や、仕事の大変さを実感した児童の意見を取り上 気付き①
を付けたいね。 げ、話し合う。

５ ３と４で交流したことを踏まえて 「もっ ○２回目の体験への改善点が見つからない児童には、１回目のお チャレンジカード、
と知りたい・やってみたい」と思ったことを 伝い体験の時にサポート隊から記入してもらったコメントや町 ・新たな思いや願い10
チャレンジカードに書く。 分 の人から伺った話を伝える。 を書いている場面

・ていねいに仕事をしよう。 ☆１回目の体験で興味をもっていたことを思い起こさせるように ・つぶやきや発言内
・仕事の工夫をたくさん見つけたい。 問いかけを行う。 容

・記述内容
６仕事の工夫を知り、もっと喜んでもらえるよ ○１回目の活動状況に応じて提示する活動の視点を見直し、チャ
うにお手伝いできるよう、お手伝いの仕方や レンジカードを用意しておく （１回目より活動が広げられるよ。
仕事の工夫について調べる活動を考えて、チ うに活動の視点を変更したり、仕事の工夫を深く調べていける 町の人の仕事の工
ャレンジカードに書き出す。 ようなヒントを作ったりしておく ） 夫を調べお手伝い20 。

・元気よく「いらっしゃいませ」と言おう。 分 ○新たな活動が考えられるように 「たんていテキスト２」の活動 する活動を考える、
・小さい子にあわせて話をしよう。 の視点やヒントを基に活動の内容や方法を考え 付箋紙に書き ことができる。、 、
・お客さんのために、どんな工夫をしている チャレンジカードにはれるようにしておく。 思考・表現①
かな。 ○たくさん考えた児童には、４つの観点（やってみよう・考えよ

・おいしく作るこつはほかにどんなことがあ う・あらわそう・見つけよう）の中から、書いていない観点に チャレンジカード
るのかな。 ついて助言し、活動の視点を広げられるようにする。 ・活動を考えている

☆１回目のお手伝い体験のカードから様子を把握し、対話を通し 場面
て考えを引き出すようにする。 ・問いかけによる発

言内容
７本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○本時の活動を振り返って チャレンジカードに自己評価させる ・記述内容5 、 。
しをもつ。 分 Ａ－銀シール Ｂ－青シール －赤シールC

○次の時間は、２回目の体験に向けて必要な物を考え、出かける
準備をすることを伝える

第11～12時
（１）ねらい ２回目のお手伝い体験で、町の人の仕事の工夫を調べたりお手伝いをしたりするために、準備をすることができる。

（２）準 備 チャレンジカード 当日の日程表 たんていアイテム（持ち物）一覧表 インタビューカード 作品例 画用紙 自己評価用シ
ール

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１前時までの活動を振り返り、本時のめあてを ○実践への意欲を高めるため、個々の活動を全体掲示用の学び方
つかむ。 カードにまとめておく。

２回目のお手つだいに行くじゅんびをしよう ○前時にチャレンジカードにはった付箋紙を基に、自分の考えた10
分 活動を振り返り、町の人が喜んでくれるもの・仕事の工夫をよ

く知ることができるものを考えて、ベスト３を選ぶ。

２当日の学習の予定を知り、調べたりお手伝い ○見通しをもって行動できるように、当日の学習の流れや時刻な20
。をしたりする活動に必要なものを考える。 分 どについて話しチャレンジカードに記入できるようにしておく

○自分の考えた活動を基に、必要な持ち物を考 ○１回目の訪問先での様子を生かして、必要なもの、あったら便
える。 利なもの、町の人と仲良くなれそうなものなどを考えてチャレ
・便利だったからまた持って行こう。 ンジカードに書き出せるようにする。

○同じ場所に行く友達で、約束や持ち物につい ○礼儀正しい行動や安全について見直したり、訪問先にあった持 お手伝い体験に出
て話し合う。 ち物が用意できるように、グループで１回目の体験を基に約束 かける準備を進ん
・協力してお手伝いをしよう。 や持ち物などについて話し合う場を設定する。 でしよとしてい

る。
３個人やグループで考えたものを準備したり作 ○内容が正しく伝えられるか、個々のインタビューカードの記述 関・意・態②35
ったりする。 分 を確認し、必要に応じて助言する。

○必要な物やインタビューカードを準備する。 ○訪問先にあったものを用意できるように、作品例を示す。 チャレンジカード
・グループでやり方を工夫しよう。 ☆友達の取組の様子を紹介し 前回のものを見直せるようにする ・準備をしている場、 。

面
４町の人と接する練習をする。 ○礼儀正しく活動できるよう、グループの中で役割演技を行い、 ・つぶやきや発言内15
○あいさつの仕方やインタビューの仕方を練習 分 感じたことを話し合いながら練習を進めるように促す。 容
をする。 ○形式的なインタビューだけでなく、聞いたことからさらに質問 ・記述内容
・話を聞きながらきちんと返事をしよう。 をしていくように助言する。

５本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○次の時間は、実際にお手伝い体験に行くことを伝える。10
、「 」しをもつ。 分 ○体験に行ったことをみんなに伝えられるように わかったこと

・ お手伝いできたこと ・ 見つけたひみつ」を書いてくること「 」「
を確認する。

○チャレンジカードを基に、持ち物・約束・インタビューカード
など用意できたか確認し、自己評価を記入させる。
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第13～15時
（１）ねらい ２回目の町の人のお手伝い体験に行き、工夫してお手伝いをしたり調べたりすることができる。

（２）準 備 チャレンジカード サポート隊との連絡カード（支援してもらう点・コメントが記入してあるもの） お手伝いに必要な物（エ
プロン・軍手・折り紙など）

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時の活動を確認する。 ○目的をもって取り組み町の人の工夫が発見できるように活動を
確認する。自分の活動や質問事項が分かりやすいように事前に 町の人の様子に関お手つだいに行こう パート② 10

くふうして町の人のお手つだいをしよう 分 チャレンジカードを整理して持たせる。 心をもち話しかけ
○危険な行動についての注意、グループの日程、学習の目的につ ようとしている。
いて確認するとともに、自己評価の基準を示す。 関・意・態 ③

２お店や農家、図書館、医院など約束の日時に ○安全に行動するよう注意を呼びかけるとともに、必要な時は支 行動観察
合わせて、グループごとに出かける。 援できるよう担任外教員や保護者（サポート隊）に依頼する。 ・町の人とかかわっ10
・この間より大きな声で挨拶しよう。 分 ○自主的に活動できるようグループで協力して取り組むよう促す ているる場面（サポ。
・進んでお手伝いをしよう。 ☆進んで町の人に声をかけられない児童には、１回目にしたお手 ート隊のコメント）

伝い体験を思い出させながらやり方を確かめ、友達と一緒に取
り組めるよう助言する。 １回目の経験を生

かして、お手伝い
３お店や農家、図書館、医院の人やそこに集ま ○１回目の様子と今回の活動の予定をサポート隊の人に事前に伝 をすることができ
る人にインタビューなどをして調べたり、お え、打ち合わせをしておく。また、活動の様子 る。
手伝いをしたりする。 を見てもらい、取組についてコメントを記入し 思考・表現②80

○自分の考えてきたことを調べ 「わかったこ てもらう。、
と」をチャレンジカードに書く。 分 ○チャレンジカードを見ながらインタビューを 行動観察

○工夫してお手伝いをする。 したり、調べたことを記入できるようにして ・お手伝いの場所で
○お手伝いを通して町の人や働く様子などにつ おく。 町の人とかかってい
いて わかったこと ・ お手伝いできたこと ☆１回目より上手になったことに気付かせなが る場面「 」「 」
・ 見つけたひみつ（町の人の工夫・すごい し ら工夫していることを認めるようにする。 ・つぶやき（サポー「
ところ 」をチャレンジカードに書く。 い ○体験の最後に、町の人の工夫すごいところな ト隊のコメント）

た農 など気が付いたことをことをチャレンジカー
スーパー け家 ドに書き足す時間をとる。

４学校へ移動する。 ○帰りのお礼とあいさつがしっかりできるように言葉がけをする お手伝いをして、10 。
分 ○忘れ物がないか確認し、帰りの交通安全について注意を喚起す 町には親しくなっ

る。 た人や場所ができ
たことに気付いて

５本時の学習を振り返り、感想をもつ。 ○２回目の活動を通して体験したことや調べたことのほかに、１ いる。
○町の人や働く様子などについて「わかったこ 回目と比べて思ったことや考えたことをチャレンジカードに記 気付き②
と ・ お手伝いできたこと ・ 見つけたひみ 入できるよう声をかける。」「 」「 25
つ（町の人の工夫・すごいところ 」をチャ 分 ☆対話をしながら、町の人との会話やお手伝いできたことを振り チャレンジカード）
レンジカードにまとめ、絵日記を書く。 返らせ、言葉や絵に表せるようにする。 ・絵や文章で表現し

○２回目の体験を振り返り、自己評価を記入させる。 ている場面
○事後、町の人に今回の体験についてのお礼と、活動の様子を伺 ・つぶやき
い、学習活動の参考にする。 ・記述内容

第16時
（１）ねらい ２回目のお手伝い体験で気付いたことを話し合うことを通して、町の人々や様々な場所とかかわって生活すると自分たちの生活が

楽しく豊かになることに気付くことができる。

（２）準 備 チャレンジカード ２回目のお手伝い体験の写真

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時のめあてをもつ。 ○活動中の写真から、がんばったことや楽しかったことを思い出さ
せる。5

分 ○２回目にできるようになったことや上手になったことに気付ける町のひみつを知らせよう
見つけたことをおしえ合おう よう、チャレンジカードの記録を基に１回目のお手伝いと２回目

のお手伝いを振り返る。

２二人組で報告会をする。 ○自分の場所と友達の場所の二カ所で比較ができるように、二人組10
○他の場所に行った友達と二人組になり、自分 分 で話せる場を設定する。

、 。の気付いたことを話したり、友達の話を聞い ○一人対一人で友達と話すことにより 質問がしやすいようにする
て質問したりする。 話す人；チャレンジカードの中から 「おすすめ情報」を選び、、
・お手伝いが上手にできたよ。 伝えるようにする。
・○○さんは、こんな工夫をしていたよ。 聞く人；自分と同じ所・自分と違う所を考えながら聞くようにす
・○○では、こんなことができるよ。 る。

３全員で交流する。 ○多人数で交代で仕事をしているお店と少人数で専門的な仕事をし 町の人たちや様々20
○町の人工夫について話し合う。 分 ているお店を比較して、それぞれのお店の工夫やお店の人の仕事 な場所とかかわっ
・とこやさんは髪の毛を切るのにいろんな への姿勢などについてまとめる。 て生活すると 自,

切り方をしていたよ。朝８時から夜７時 ○町の人々の温かさや町のよさ 自分とのかかわりに気付けるよう 分たちの生活が楽、 、
まで３人でやっているよ。大変だね。 他の場所での共通点や相違点を取り上げていく。 しくなることに気

・Ａ店では、たくさんの店員さんが分かれ ・お客さん、患者さん、園児のために工夫していること（自分と 付いている。
て仕事をしているよ。広いからだよ。 のかかわり） 気付き③

・とこやさんは、お客さんが来てくれるか ・努力していること
らやりがいのある仕事って言っていたよ ・仕事への姿勢、気持ち チャレンジカード。

・やりがいのある仕事ってどういうことだ ・町の人の人柄（親切、 ・伝えたいことを考
う？ 優しさ） えている場面

・つぶやきや発言内
４本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○発表会でどんなことを 知 容10
しをもつ。 分 らせたいか、自分なりの思いをカードに書けるようにしておく。 ・記述内容

○発表会で家の人に伝えたいと思ったことをチ 町の人たちの工夫や町のよさ、町の人と過ごした楽しさなど、書
ャレンジカードに書く。 く視点を示すようにする。
・お店の人たちは、お客さんが喜んでくれ ☆インタビューやお手伝いしたことを思い起こさせ、見つけたこと
るようにたくさん工夫していたよ。 やできるようになったことをもとに町の人とふれあうことのよさ

・もっと上手にできるように練習もしてい に気付かせる。
るよ。 ○次時は、町の人のことを知らせる「町のニュース」を作っていく

・町の人が親切に教えてくれたので、上手 ことを伝える。
にお手伝いができるようになったよ。い
ろんなことが分かったよ。
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第 ～ 時17 18
（１）ねらい 町の人のお手伝いに行って見たり聞いたりしたことをまとめ、工夫して表現することができる。

（２）準 備 チャレンジカード 「町のニュース」を書く用紙 掲示用広告 写真 色ペン 自己評価の紙

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時の活動を確認する。 ○お手伝いに行って見付けたことを家の人に伝えようとする意欲
町のひみつをまとめよう を高めるために、１回目のサポート隊の方からのビデオメッセ5

分 ージを見せる。

２チャレンジカードを基に表したい内容を選 ○これまでのチャレンジカードを基に、町の人のすごいところ・
ぶ。 仕事の工夫・お手伝いさせてもらったことを「おすすめ情報」
・おそばやさんのおいしいひみつを教えよ として、印をつけさせる。15
う。 分 ○「町のニュース」を作りながら、付け足しや変更をしていって

・親切な○○さんのことを書きたいな。 もよいことを伝える。

、 。３「町のニュース」に表す方法を考える。 ○作りたいもののイメージがもてるように 例示を用意しておく
・一番のおすすめ情報を目立つようにしよ ○相手を意識した表現の工夫に気付けるように、２通りのポスタ
う。 ーを提示し、特徴を考える。10

・楽しく読んでもらいたいな。絵を工夫し 分 ※わかりやすさ・見やすさ（文字の大きさやタイトル） 町の人のお手伝い
て作ろう。 ・町のひみつの強調（色） や調べたこと、親

※楽しさ ・型どり ・写真、イラスト しくなった人のこ
とを作品に表すこ

４「町のニュース」を作る。 ○チャレンジカードに印をつけたものだけでなく、書きながら思 とができる。55
・おいしいひみつは、ほかにもあったな。 分 い出したことや新たに気付いたこと、自分の感想などを付け足 思考・表現③
・お手伝いのときに、こんなこともやった すよう助言する。
な。おうちの人に教えよう。 ○同じ場所に行った友達と教え合ったり情報交換をしたりして書 作品

・この間行ったら、こんなことも分かった きたい内容について確かめてもよいことを伝える。 ・チャレンジカード
よ。 ○表現を工夫していけるよう、例示を参考に個々に助言をする。 の内容を選んでいる

☆１回目と２回目の体験の後に書いたチャレンジカードを振り返 場面、表現している
りながら対話し、よく分かった点やがんばったところに気付か 場面
せ、表したいものを決められるようにする。 ・問いかけによる発

言内容
５本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○内容・わかりやすさ・楽しさの観点から自己評価し、本時の学5
しをもつ。 分 習を振り返る。

○次時は、発表会を開くことを伝える。

第 時19
（１）ねらい 「町のニュース」を発表し合うことを通して、自分や友達の活動のよさに気付くことができる。

（２）準 備 チャレンジカード 作品 メッセージカード 自己評価カード

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時の活動を確認する。 ○発表会でお互いに新たな発見ができるよう、話し方・聞き方の5
発表会をひらこう 分 ポイントを全員で確認する。

。２「町のニュース」 を発表 ○声の大きさや早さについて発表するグループに適宜助言を行う
し合う。 ○友達の作品のよい所やお手伝いでがんばった所をメッセージに30

分 書きながら友達の発表を聞かせるようにする。
○友達の活動のよさに気付いた意見を取り上げ、みんなで共感で 友達と交流し、自
きるようにする。 分や友達の活動の

よさに気付いてい
３メッセージ交換をする。 ○自分では気付かなかった自分の活動に対するよさが見付けられ る。5
・ニュースが上手に書けていたよ。 分 るよう、友だち同士でメッセージを交換する場を設ける。 気付き②
・お手伝いがとてもよくできたんだね。 ☆友達からもらったメッセージの内容を称賛し、友達のよさにも
・○○さんは、すごいね。今度お店に行っ 目を向けられるように言葉がけをする。 メッセージカード
てみたいな。 ・メッセージカード

を書いている場面
４本時の学習を振り返り、次時への活動の見通 ○発表会を振り返り、自己評価を記入させる。 ・つぶやき5
しをもつ。 分 ○次時は、お世話になった方へお礼の気持ちを表すものを作るこ ・記述内容

とを伝える。
事後 ○他のクラスの人にも見てもらえるように作品を掲示する。

第 時20
（１）ねらい お世話になった方に感謝の気持ちを伝えることができる。

（２）準 備 チャレンジカード お手紙カード

（３）展 開
○学習活動 ・児童の意識 時 間 ○指導上の留意点 ☆特に、配慮を要する児童への支援 評価規準 評価方法

１本時のめあてをもつ。 ○これまでの学習に対する成就感を味わえるよう、２回目のお手
伝い体験の時にサポート隊に記入してもらったコメントを紹介楽しかったね お手つだい

おせわになった方におれいの気もちを する。5
つたえよう 分 ○第１時に書いた「身近な○○さん紹介」と比べ、学習の町の人

と仲良くなったり親しくなった人が増えたことに気付かせる。

２お礼の気持ちを文や絵に表す方法を考える。 ○だれに、どんな方法で伝えるか考えられるよう、支えてくれた
・ていねいに手紙を書こう。 町の人やサポート隊の存在に気付けるような問いかけを行う。5
・絵、ポスター、折り紙を作ろう。 分

３お礼の気持ちを文や絵に表す。 ○第１６時で話し合った町の人の仕事への姿勢・気持ち、お客さ 町の人にお礼の35
・いろんなことができるようになりました。 分 ん・患者さん・園児のために工夫していること（自分とのかか 気持ちを伝え、
親切に教えてくださってありがとうござい わり 、努力していること、町の人の人柄（親切、優しさ）につ もっと親しくな）
ました。 いてまとめたものを基に、想起させる。 ろうとしている

・今度は図書館に本を借りに行きます。 ○楽しかったことや嬉しかったこと、お手伝いをしてよかったこ 関・意・態 ④
・手紙に○○さんの好きな絵を一緒にかいて と、これからやってみたいことなど伝える内容について視点を
おこう。 示す。 作品

○工夫しているところや表現のよいところを認め、励ます。 ・表現している場面
☆お手紙やカード、前時に使った作品など例示し、どんな方法で ・つぶやき
表すか自分で決められるようにする。 ・記述内容

４作った作品を届ける。 事後 ○朝の会や帰りの会などで、町の人の話題を取り上げる。
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１回目

ホップ ステップ ジャンプ ホップ ステップ ジャンプ

かんさつしてみよ みんなにせつめ 友だちとそうだや や
う いできるくらい んすると いいよっみ すすんでやろう じっくりやろう なかよくやろう っみ
まねしてみよう 見よう いっしょにやってよ てよ
作ってみよう 考えよう てみようう う

やろう

考 考
６月とくらべて どうに ど う し て あ るえ ちがいは？ え
どうかな？ すすめるのかな の？よ どうやって？ なんでだろう？ よ 。
ほかのお店と どうに なんのためにやう おなじところは？ う
くらべて？ うごくのかな るのかな。。

目・耳・はな・手 メモや絵、図 お店の人やあ あ
・口をつかってみ しゃしん、音で おきゃくさんとら しょうこを きろくしよう 話し合おう ら
よう きろくしよう 話してみようわ あつめよう わ
本でしらべてみよ 声の大きさやそ そ
う インタビュー ひょうじょうもう う
もいいね だいじだよ

どうぐや かぞえてみたり しごとのこつや見 色 形 音 どれくらい？ びっくり！ 見 、
ざいりょうなど はかってみたり わざ、町の人のつ つ
前・よこ・うしろ するといいよ。 すごいところをけ 手ざわり においを かずを しごとのひみつを け
を じーと見よう 見つけようよ よ

う 見つけよう 見つけよう 見つけよう う

２回目

ホップ ステップ ジャンプ ホップ ステップ ジャンプ

かんさつしてみよ みんなにせつめ 友だちとや や
う まねしてみよ いできるくらい そうだんするとっみ っみ
う そのばしょに 見よう いいよてよ すすんでやろう ていねいに きょうりょくして てよ
あったらいいもの 考えよう 力を合わせてう やろう やろう う
を作ってみよう やろう やろう

ほかのお店と どうにつかうの なんのためにあ考 考
くらべて？ かな。 るの？え ちがいは？ え

休みややっている どうするとうま なんのためにやよ どうにやるの？ なんのために？ よ
時間はちがうの？ くできるかな。 るのかな。う おなじところは？ なんでだろう？ う
どうして？

目・耳・はな・手 メモや絵、図 おきゃくさんにあ あ
・口をつかってみ しゃしん、音で も イ ン タ ビ ュら しょうこを きろくしよう 話してみよう ら
よう きろくしよう ー！わ あつめよう わ
本でしらべてみよ しごとばにある 声の大きさやひそ そ
う インタビュー ものもカシャ！ ょうじょうもう う
もいいね だいじだよ

しごとばのようす かぞえてみたり しごとのこつを見 色 形 音 どれくらい？ びっくり！ 見 、
やはたらく人のふ はかってみたり ゲット！つ つ
くそう、がんばっ するといいよ。 おきゃくさんのけ 手ざわり においを かずを しごとのひみつを け
ているところを なん人？ ためにしているよ よ
じーと見よう なん年？ ことは、１００う 見つけよう 見つけよう 見つけよう う

へえ。

たんていテキスト・ヒントカード
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見よう 考えよう やってみよう！

①
思いや 願いから
活動を 考えるホップ ステップ ジャンプ

やって すすんでやろう じっくりやろう なかよくやろう
②みよう 活 動

考え ちがいは？ どうにやって？ なんでだろう？
よう おなじところは？

あらわ あつめよう きろくしよう 話し合おう
そう

見つけ 色 形 音 手ざわり どれくらい？かずを見つけよう びっくり！しごとのひみつを
よう においを見つけよう 見つけよう

活動を選択② ①
問題を考える②
計画を立てる③
わかったことを記録するベ ス ト ３ ようい・じゅんび 見つけたよ。わかったよ。やってみたよ。 ④

① ③ ④
活 動１

２

３

行くところ
①わかったこと。こんなものがあったよ。こんな人がいたよ。

計画、準備をする（左半分）①
わかったことを記録する行 く 日 ②

（右半分）月 日（ ）
時 間

しゅっぱつ ：
けんがく・お手つだい ： ～ ：
とうちゃく ：
よ て い
１あいさつ ②お手つだいできたことは？やってみてどうだった？
２しらべたいことを町の人に話し、しらべる

きろくする。
３おてつだい
４わかったことをきろくする
５あいさつ

や く そ く ③見つけたひみつ

こんなしごとのこつがあったよ。

町の人は、こんなところがすごかったよ。

チ ャ レン ジ カー ド
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体験後の振り返り

月 日 よう日

お手つだいに行
ったよ名まえ

サポート隊：保護者・教師

「町となかよし！」～ お手伝いに行こう パート① ～

観察者名（ ） 平成 年 月 日

行き先

（１）◎○△印をつけてください。 名 前
項 目

①あいさつができていましたか
◎みんなに聞こえる声でマナーよくあいさつできた
○友達と一緒にできた
△周りの人に促されてできた

②見たり聞いたりできていましたか
◎自分の活動について調べ、さらに質問もできた。
○自分の活動について話し調べたられた
△遊んだりはずかしがったりして調べられなかった

③記録できていましたか
◎絵や文でたくさん書けた。
○絵や文で書けた
△言われてから書いていた

④人に迷惑にならないように行動できていましたか
◎友達にも声を声をかけて、安全など気をつけて行動できた
○安全に気をつけたり迷惑にならないように行動したりできた
△危ないことや迷惑をかけてしまうことがあった

（２）コメント：子どもたちの様子やがんばっていたことなどを記入してください。
名 前 活 動 の 様 子

（３）アドバイス：そのはか、活動の中で気づいたことがありましたら記入してください。

サポート隊による活動記録表


